
も り

北海道森林管理局 

今月のトピック 

・民有林支援・連携を目指した研修の開催
・台風等に伴う北海道内の林地被害 

台風による風倒被害 

（二海郡八雲町（ドローン撮影） 

平成 28 年 

10 月 
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林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
森
林
管
理

局
で
開
催
す
る
研
修
の
う
ち
技
術
的
な
内
容
の
コ
ー
ス
の
一
部
に
つ
い
て
、

民
有
林
支
援
・
連
携
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
市
町
村
の
林
業
担
当
職
員
も
対

象
と
し
た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

９
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
、
北
海
道
森
林
管
理
局
研
修
所
及
び
石
狩

森
林
管
理
署
管
内
の
北
広
島
市
に
お
い
て
、
国
有
林
職
員
21
名
と
市
町
村
職

員
８
名
（
愛
別
町
、
標
茶
町
、
積
丹
町
、
当
別
町
、
根
室
市
、
浜
中
町
、
幌

加
内
町
、
増
毛
町
）
が
合
同
で
「
主
な
樹
木
と
そ
の
生
育
環
境
」
や
「
樹
種

毎
の
林
種
や
林
の
混
み
具
合
等
を
把
握
す
る
地
況
・
林
況
調
査
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北
海
道
の
林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
、
今
後
も
民
有
林
行
政
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
を
進
め
て
参
り

ま
す
。 

 

（
総
務
課
） 

「市町村林務行政への技術的支援」 

民有林支援・連携を目指した研修の開催

愛別町

当別町

標茶町

積丹町

幌加内町

増毛町

根室市

浜中町
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台風等に伴う北海道内の林地被害 

８月に相次いで発生した台風７号、11 号、９号は、それぞれ８月 17 日、21 日、
23 日に北海道に上陸しました。 

１年に台風が３回上陸するのは北海道では観測史上初めてのことです。 
また、台風 10 号は、８月 30 日に暴風域を伴ったまま岩手県に上陸し、東北地方

を通過して日本海に抜けました。 
これらの台風等の影響で、東日本から北日本を中心に大雨や暴風となり、特に北

海道と岩手県では、記録的な大雨となりました。 
今回の台風等による被害では、山崩れなどの林地被害や林道、木材加工流通施設

等の被害が発生しました。 
林野庁では、これら被害の把握と早期の復旧に向けて、発生直後から北海道や森

林総合研究所などと協力し、ヘリコプターによる被害状況調査（８月 25 日、９月
３ 日、７日、11 日、12 日、13 日）や現地調査を行うとともに、被災した治山・
林道施設等の復旧に向け取り組んでいます。 

白糠町 南富良野町 

北見市留辺蘂 壮瞥町 

日高町千栄地区では、国道の橋の崩落により
日高地区と千栄地区が寸断され、住民が孤立状
態となりました。日高町と日高北部森林管理署
が調整し、国有林の林道を緊急避難路等として
活用することとし、被災した箇所を補修し当面
の生活道路等として使用することとしました。

南富良野町では、川の氾濫により牧場につなが
る道路が数カ所で損壊しました。 

牧場の牛約 900 頭が孤立したことから、上川南
部森林管理署では、牛を救出すべく牧場に隣接す
る国有林を牛の緊急避難路として供し、孤立した
牧場へのアクセスの確保に貢献しました。

新得町 

● 林野関係被害状況

● 支援活動
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当
署
で
は
、
以
前
か
ら
多
く

の
地
域
課
題
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

え
り
も
岬
の
緑
化
事
業
で
す
。 

 

え
り
も
砂
漠
と
称
さ
れ
た
強

風
地
区
（
風
速
10

ｍ
以
上
の
日

が
年
間
270

日
以
上
）
で
飛
砂
に

苦
し
む
住
民
と
の
60

年
に
も
渡

る
緑
化
活
動
（
木
本
緑
化
）
が

成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
飛
砂
の
防
止
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
以
前
は
砂
で
濁

っ
て
い
た
海
岸
が
透
明
に
な
り

海
に
魚
が
戻
っ
て
来
て
お
り
、

漁
獲
高
が
緑
化
着
手
前
と
比
較

し
６
倍
に
も
な
っ
た
と
の
こ
と

で
、
地
域
に
与
え
た
効
果
は
想

像
以
上
の
も
の
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
え
り
も
緑
化
事
業

は
、
今
後
も
地
域
住
民
と
共
に

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
重
要
な
地
域
課
題

と
し
て
民
有
林
・
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
人
工
林
資
源
の
活

用
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
署
管
内
の
主
な
産
業
は
、

軽
種
馬
生
産
・
漁
業
・
農
業
で
、

林
業
・
林
産
業
は
産
業
構
造
の

変
化
等
で
衰
退
の
一
途
を
た
ど

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
管
内
人
工
林
（
約
４
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
民
有
林
67

％
、

国
有
林
33

％
）
は
、
成
熟
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
人
工
林
資
源
を
有
効
に

活
用
す
べ
く
積
極
的
に
関
係
行

政
機
関
と
連
携
を
図
り
取
組
目

標
を
設
定
し
、
現
地
施
業
検
討

会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。 

○
搬
出
間
伐
・
列
状
間
伐
の
推
進

日
高
管
内
の
一
般
民
有
林
の

森
林
整
備
（
平
成
27

年
度
公
共

補
助
事
業
）
で
の
除
間
伐
を
見

る
と
、
搬
出
に
取
り
組
ん
だ
面

積
は
全
体
の
２
割
に
止
ま
り
資

源
の
有
効
活
用
が
十
分
図
ら
れ

て
お
ら
ず
、
列
状
間
伐
に
至
っ

て
は
１
割
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
た
め
、
森
林
組
合
へ
の

支
援
を
目
的
に
意
見
交
換
を
行

っ
た
結
果
、
「
搬
出
間
伐
の
推

進
に
は
、
森
林
所
有
者
に
団
地

化
に
よ
る
施
業
集
約
と
作
業
効

率
の
良
い
路
網
配
置
等
の
理
解

が
得
ら
る
れ
よ
う
、
メ
リ
ッ
ト

の
周
知
や
取
組
事
例
を
地
域
に

広
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
」

と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
10

月
に
国

有
林
の
取
組
事
例
も
参
考
に
、

搬
出
間
伐
等
が
森
林
所
有
者
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
目
指

し
た
検
討
会
を
行
う
予
定
で

す
。 

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
供
給

昨
年
11

月
、
様
似
町
に
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
用
チ
ッ
プ
の
生
産

工
場
が
完
成
し
本
稼
働
し
て
い

ま
す
。 

 

当
署
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
の
安
定
供
給
の
取
組
と

し
て
、
昨
年
か
ら
林
地
未
利
用

材
の
情
報
発
信
と
販
売
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
は
、
立
木
・
素

材
シ
ス
テ
ム
販
売
、
初
回
間
伐

を
中
心
と
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
と
し
て
の
利
用
を
視
野

に
入
れ
た
搬
出
可
能
な
ま
と
ま

り
の
あ
る
間
伐
箇
所
の
掘
り
起

こ
し
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

な
お
、
同
工
場
を
運
営
す
る

ひ
だ
か
南
森
林
組
合
で
は
、
間

伐
作
業
時
に
末
木
枝
条
等
を
素

材
と
一
体
的
に
集
荷
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
作
業
仕
組
み
の

導
入
に
よ
り
、
同
工
場
で
使
用

す
る
原
料
の
３
割
は
末
木
枝
条

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
が
全
道
に
広
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

活
用
等
に
よ
り
民
・
国
有
林
共

通
の
図
面
を
作
成
す
る
た
め
の

研
修
を
通
じ
、
民
有
林
と
国
有

林
が
効
率
的
な
路
網
整
備
や
間

伐
等
の
森
林
整
備
の
推
進
に
向

け
て
連
携
を
図
り
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

日
高
南
部
森
林
管
理
署 

【えりも岬】 

【森林組合との意見交換】 

【木質バイオマス：未利用資源】
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常
呂
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で

取
り
組
ん
で
い
る
森
林
環
境

教
育
の
一
つ
で
あ
る
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
森
こ
ど
も
探
検
隊
」

を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
平
成
22

年
度
か

ら
夏
休
み
に
小
学
生
を
対
象

に
一
般
公
募
に
よ
り
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。 

今
年
度
行
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
】 

ス
タ
ッ
フ
も
含
め
全
員
で

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ

な
が
ら
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。 

【
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
】 

ロ
ー
プ
で
示
し
た
区
域
の

木
の
枝
等
に
10

個
程
度
設
置

し
た
人
工
物
を
見
つ
け
る

「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
を
行

い
、
終
え
た
ら
、
自
然
界
で

の
保
護
色
の
話
や
花
・
実
が

色
づ
く
理
由
等
を
説
明
し
ま

す
。 ま

た
、
コ
ー
ス
の
中
で
カ

ー
ド
に
書
か
れ
た
「
白
い
花
」

「
き
の
こ
」
等
を
見
つ
け
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
は
、

班
全
員
で
協
力
し
て
ク
リ
ア

し
ま
す
。 

【
ジ
ャ
ン
ケ
ン
橋
渡
り
】 

橋
の
手
前
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン

を
し
、
勝
っ
た
人
だ
け
を
通

し
ま
す
。
全
員
が
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

【
マ
ッ
チ
棒
ク
イ
ズ
】 

マ
ッ
チ
棒
を
利
用
し
て
ク

イ
ズ
を
出
し
、
全
員
で
考
え

ま
す
。
時
間
を
見
て
ヒ
ン
ト

を
出
し
ま
す
。 

【
合
い
言
葉
】 

合
い
言
葉
を
聞
き
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
で
隊
長
（
セ
ン
タ
ー
所

長
）
に
合
い
言
葉
を
確
認
し

ま
す
。
「
バ
ス
ガ
ス
爆
発
」
等

の
早
口
言
葉
で
す
。 

全
員
が
言
え
た
ら
ク
リ
ア

で
す
。 

【
遊
び
タ
イ
ム
】 

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
ブ
ラ

ン
コ
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
、

ハ
ン
モ
ッ
ク
、
網
の
ぼ
り
を

体
験
、
そ
し
て
自
由
に
川
遊

び
で
す
。 

【
動
物
探
し
】 

７
枚
の
プ
レ
ー
ト
に
そ
れ

ぞ
れ
動
物
を
１
～
７
匹
と
、

ひ
ら
が
な
の
一
文
字
を
書
き
、

コ
ー
ス
の
沢
向
か
い
の
木
に

取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。 

子
供
た
ち
に
、
双
眼
鏡
で

プ
レ
ー
ト
に
あ
る
動
物
の
数

と
文
字
を
読
み
取
ら
せ
ま
す
。 

動
物
の
数
の
順
番
に
文
字

を
読
む
と
、
「
み
ん
な
と
も
だ

ち
」
と
な
り
ま
す
。 

【
木
工
ク
ラ
フ
ト
】 

落
ち
葉
で
「
と
じ
こ
め
ー

る
」
（
は
が
き
）
を
作
り
、
父

母
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、
枝
を
使
っ
た
写
真
立
て

を
作
り
ま
す
。 

【
の
こ
ぎ
り
体
験
等
】 

の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
コ
ー

ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
、
「
ロ
ケ

ッ
ト
ラ
ワ
ン
（
ラ
ワ
ン
の
タ

ネ
の
模
型
）
」
を
作
っ
て
飛
ば

し
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
暑
さ
を
忘
れ

て
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。 

参
加
が
２
回
目
、
３
回
目

と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。 

「
来
年
は
弟
が
一
年
生
に

な
る
か
ら
一
緒
に
参
加
す

る
。
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。 子

供
た
ち
だ
け
で
班
を
作

っ
て
森
の
中
で
観
察
・
思

考
・
体
験
を
し
、
学
校
の
授

業
と
は
違
っ
た
環
境
で
い
ろ

ん
な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
会
」
の
皆
様
に
ご
支
援

を
頂
い
て
い
ま
す
。 

常呂川森林ふれあい推進センター 

【カモフラージュ】 

あっ、オレ見ーつけた！ 

【ブランコ】 
気分はハイジよ～！ 

【ジャンケン】 
番人さん、早く負けてよ！ 
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網
走
西
部
森
林
管
理
署
生

田
原
第
一
森
林
事
務
所
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管

内
遠
軽
町
生
田
原
に
所
在
し

て
い
ま
す
。 

北
を
除
く
三
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
地
形
の
遠
軽
町
生
田

原
は
、
平
成
17

年
の
町
村
合

併
前
か
ら
「
木
」
と
「
文
学
」

に
よ
る
町
お
こ
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

森
林
事
務
所
の
隣
に
建
つ

木
の
お
も
ち
ゃ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
ち
ゃ
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド
」

に
は
世
界
約
40

ヶ
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
大
小
１
万
点
も
の

木
の
お
も
ち
ゃ
が
展
示
・
収

蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
影
絵

の
巨
匠
、
藤
城
清
治
さ
ん
の

美
術
館
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

こ
に
あ
る
、
北
海
道
の

四
季
を
表
現
し
た
壁
一
面
の

大
壁
画
は
圧
巻
で
、
光
と
影

が
描
き
出
す
影
絵
の
息
を
の

む
よ
う
な
幻
想
的
な
世
界
が

あ
り
、
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
も
童
心
に
か
え
っ
て
楽

し
め
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
JR

生
田
原
駅
に
は

旧
樺
太
を
含
む
オ
ホ
ー
ツ
ク

流
氷
圏
域
を
題
材
と
し
た
文

学
作
品
を
展
示
収
集
し
て
い

る
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
が
併

設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ヤ
マ

ベ
が
多
く
生
息
す
る
清
流
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
生
田
原

川
沿
い
の
散
歩
道
に
は
道
内

外
か
ら
募
っ
た
短
歌
や
俳
句

を
記
し
た
石
碑
が
並
ぶ
歌
句

碑
ロ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。 

そ
う
し
た
遠
軽
町
生
田
原

に
お
い
て
、
当
事
務
所
で
は

約
６
千
３
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

国
有
林
を
管
轄
し
て
お
り
、

そ
の
大
部
分
は
水
源
か
ん
養

保
安
林
に
指
定
さ
れ
、
流
域

に
降
っ
た
雨
を
土
壌
に
蓄
え
、

ゆ
っ
く
り
と
川
に
流
す
こ
と

で
安
定
し
た
川
の
流
れ
を
保

ち
、
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

森
林
事
務
所
の
仕
事
は
巡

視
の
ほ
か
、
下
刈
り
や
保
育

間
伐
な
ど
の
請
負
監
督
や
森

林
の
現
況
調
査
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。 

林
道
の
維
持
管
理
も
重
要

な
仕
事
の
一
つ
で
す
が
、
本

年
８
月
の
台
風
で
は
多
く
の

林
道
が
決
壊
や
路
面
洗
掘
等

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

林
道
は
木
材
生
産
や
森
林

管
理
を
行
う
上
で
の
根
幹
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に

修
繕
等
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
地
で
ポ
ー
ル
や
メ

ジ
ャ
ー
等
を
用
い
被
災
規
模

の
調
査
や
対
策
の
検
討
な
ど

を
行
い
、
時
に
は
深
い
沢
を

越
え
た
り
、
１
日
に
何
キ
ロ

も
歩
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
大
変
な
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
迅
速
に
報
告

す
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
の

一
つ
で
す
。 

森
林
事
務
所
の
勤
務
経
験

は
２
年
目
で
す
が
、
森
林
官

と
し
て
日
々
の
業
務
を
行
う

中
で
、
森
林
を
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
る
か
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
な
使
命
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、
森
林
が

も
た
ら
し
て
く
れ
る
豊
か
な

自
然
の
恵
み
を
最
大
限
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
よ
り
良
い
山
づ
く
り
」
に

向
け
て
自
己
研
鑽
し
、
ど
の

よ
う
に
発
信
で
き
る
か
考
え
、

先
人
た
ち
が
大
切
に
育
ん
で

き
た
森
林
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
べ
く
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
業

務
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

網走西部森林管理署 生田原第一森林事務所 
森林官 

（生田原第一担当区） 
工藤 勇太

森 林 官 です! こんにちは 

八重牧場から望む 

生田原市街 

夢いっぱいのおもちゃと影絵の 
世界「ちゃちゃワールド」 

生田原川沿いに並ぶ 

歌句碑ロード 

林道被害調査の様子 
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【
知
床
森
林
生
態
系 

保
全
セ
ン
タ
ー
】 

９
月
23

日
、
24

日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研

修
生
の
み
な
さ
ん
が
当
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。 

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ

セ
ア
ニ
ア
の
様
々
な
国
を
代

表
し
て
、
森
林
管
理
の
第
一

線
で
働
い
て
い
る
方
々
が
、

「
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る

持
続
的
な
森
林
管
理
」
に
つ

い
て
学
ぶ
研
修
の
一
環
で
す
。 

研
修
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
知
床
世
界
自
然

遺
産
の
概
要
、
河
川
工
作
物

（
ダ
ム
等
）
の
改
良
、
国
有

林
の
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
の

紹
介
や
、
環
境
省
、
北
海
道
、

斜
里
町
、
知
床
財
団
の
方
も

交
え
て
、
各
機
関
の
紹
介
を

し
た
後
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
対
話
集
会
）
を
行
い
ま

し
た
。 

研
修
生
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
、
ヒ
グ
マ
が
人
里
に
現
れ

て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
と
い

っ
た
質
問
や
、
魚
類
が
遡
上

で
き
る
ダ
ム
や
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
つ
い
て
助
言
が
ほ

し
い
な
ど
、
多
く
の
反
応
が

あ
り
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
地

域
関
係
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
回
答
し
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

我
々
に
と
っ
て
も
各
国
の

森
林
管
理
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
と
同
時
に
、

知
床
の
森
林
は
様
々
な
人
が

関
わ
っ
て
協
力
し
な
が
ら
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
、
非
常
に
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

【
北
海
道
森
林
管
理
局
】 

９
月
22

日
、
野
幌
森
林
公

園
（
北
海
道
開
拓
の
村
及
び

自
然
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ

ー
）
に
お
い
て
「
道
民
森
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

北
海
道
、
（
社
）
北
海
道
森
と

緑
の
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

年
間
を
通
じ
て
「
緑
の
募
金
」

の
出
発
式
、
植
樹
祭
な
ど
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
「
北
海

道
森
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
主
催

者
に
道
民
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
集
い
実
行
委
員
会

が
加
わ
り
、
（
財
）
北
海
道
歴

史
文
化
財
団
、
酪
農
学
園
大

学
、
札
幌
市
、
江
別
市
の
協

力
の
も
と
開
催
し
、
２
，
３

０
０
名
以
上
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
】 

９
月
16

日
、
留
萌
市
内
幌

糠
国
有
林
の
「
チ
バ
ベ
リ
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
お
い
て
、

留
萌
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
る
森
林
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
留
萌
市
内
の
潮
静

小
学
校
の
児
童
・
先
生
な
ど

あ
わ
せ
て
22

名
が
参
加
し
、

当
署
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

「
ド
ン
グ
リ
作
戦
」
と
名

付
け
て
、
木
を
植
え
る
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
よ
る
ミ
ズ

ナ
ラ
の
植
樹
を
メ
イ
ン
に
実

施
し
ま
し
た
。 

児
童
代
表
か
ら
「
今
日
は

た
く
さ
ん
の
人
と
植
樹
体
験

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
感

謝
の
言
葉
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
感
想
と
お
礼
の
言
葉
を
も

ら
い
、
秋
風
が
心
地
よ
く
小

鳥
が
さ
え
ず
る
中
、
さ
わ
や

か
で
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か

き
な
が
ら
森
林
へ
の
関
心
を

深
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

各地からの便り

各機関とのディスカッションの様子 

野幌森林公園会場 

「各地からの便り」の詳細は 検索森もりスクエア 

カミネッコンにミズナラ苗を移植 
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【
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
】 

９
月
３
日
、
天
塩
町
内
川
口

地
区
国
有
林
に
お
い
て
「
北
の

し
じ
み
の
森
林
づ
く
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

当
署
で
は
、
平
成
17

年
よ
り

「
北
の
し
じ
み
の
森
林
づ
く
り
」

と
し
て
天
塩
小
学
校
の
3

年

生
と
と
も
に
防
風
林
内
の
未
立

木
地
に
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。 今

回
は
山
の
日
施
行
記
念
と

し
、
天
塩
町
内
に
参
加
を
呼
び

か
け
、
小
学
生
や
高
校
生
を
含

む
５
歳
か
ら
60

歳
代
の
様
々
な

年
代
の
約
30

名
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
は
、
カ
シ
ワ
ナ
ラ

の
苗
木
の
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
成

や
強
風
か
ら
苗
木
を
守
る
た
め

の
木
製
の
フ
ェ
ン
ス
を
組
み
立

て
、
木
の
枝
を
使
っ
た
笛
作
り

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

「
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
、
本
イ

ベ
ン
ト
が
天
塩
町
民
と
協
働
の

防
風
林
づ
く
り
発
展
の
一
助
と

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
】 

９
月
６
日
、
小
平
町
内
達
布

国
有
林
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト

造
林
を
通
じ
て
地
域
林
業
の
活

性
化
と
民
有
林
支
援
を
図
る
取

組
と
し
て
、
誘
導
伐
・
コ
ン
テ

ナ
苗
に
か
か
る
現
地
検
討
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

検
討
会
に
は
、
留
萌
振
興
局
、

管
内
市
町
村
、
林
業
事
業
体
、

地
元
林
業
関
係
者
な
ど
、
総
勢

98

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
の
器
具
別
植
栽

体
験
を
交
え
な
が
ら
、
低
密
度

植
栽
で
３
種
類
の
ha

当
た
り
植

栽
本
数
の
箇
所
を
比
較
し
な
が

ら
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
地
拵
時
の

末
木
枝
条
・
伐
根
の
処
理
方
法
」

や
「
大
型
機
械
地
拵
で
の
仕
様

の
選
定
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
大
型
機
械
地
拵
の
軽
労
化

を
図
る
う
え
で
の
課
題
も
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
署
で
は
今
回
出
さ
れ
た
意

見
を
今
後
の
取
組
に
生
か
す
と

と
も
に
、
経
過
観
察
及
び
生
長

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
情

報
提
供
し
な
が
ら
造
林
低
コ
ス

ト
化
の
民
有
林
支
援
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

 

検索 北海道森林管理局 

現地検討会の様子 

器
具
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽 

木製フェンスの組み立て 

こ
の
度
の
北
海
道
で
の

大
雨
や
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
道
内
各
地
で
は
、
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。 

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

森
林
や
林
道
等
の
復
旧
に

全
力
で
努
め
て
参
り
ま
す
。 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 
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